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　Time　course 　changes 　in　the 　callus 　growth 　and 　flavonoid　content 　in　St−201ine 　derived　from
Scutellaria　baica’ensis 　GEoRGI　stem 　callus　cultures 　were 　determined　on 　Linsmaier−Skoog’s　cu レ

ture　medium 　containing 　10−6　M 　IAA 　and 　10雪5　M 　kinetin．

　Whon 　3％ sucrose 　was 　added 　to 　the　medium ，　a　logarithmic　caUus 　growth　phase　was 　observed

after　the　lapse　of 　2（レ 4（〕day−cultivation
，
　and 　stationary 　and 　decelation　growth 　phases　aftcr　5Cト

60day −cultivation ．　Flavonoid　content 　increased　gradua 旺y　during　thc 　stationary 　and 　d  cla −

tion　growth 　phases　 and 　the 　 contcnt 　 of 　thc 　glucosides，　baicalin　and 　wogonin 　7−0 −91ucuronide
reached 　the　highest　values 　after　60　day−cultivation ．

　Among 　the 　carbon 　sources 　tested，5％ maltose 　a   erelated 　the　rate　of　growth　of 　St鬯201ine
most 　effectively．　 On 　 the　5％ maltosecontaining 　 medium ，　a　logarithmic　 growth　 phase　was

observed 　after 　the　lapse　of 　10　days　and 　a　stationary 　growth 　phase　after　50　day−cultivation ．　The
flavonoid　content 　of 　St−20　cc 旺s，　 stationary 　cu 工tured　fbr　70　days　in　the　dark

，
　was 　fbund　to　be

increased（baical三n ，
16mg110　ml 　medium ）by　the 　addition 　of 　5％ maltose 　to　the　medium ．

　Brief　light　irradiation　of 　the 　cels 　which 　had　been　cultured 　fbr　20　days　in　the　dark　effectively
increased　the　rate 　of 　callus 　growth 　and 　the　fiavonoid　content 　of 　the　canus ．

　Keywords − Scutetiar’α　baiea’ensis ； Labiatae； IAA ； klnetin； navonoid　content ； callus

growth ；cul ω re 　period；baicalin；baic飢ein ；wogonin 　7−0 −91ucuronide； wogonin

　 コ ガ ネ パ ナ （Scutetlaria　baicalensis　GEORGI ） の 茎 カ ル ス の 実験株 St−20 に お け る カル ス 生 長 と フ ラ ボ ノ イ ド生成

に つ い て
， 前報で は 植物生長調節物質 の 添加効果

3）
お よび 各種糖類 （1〜8％）の 添 加 効果

4）

に つ い て 検討 し報告 した．

St−20 株 の 移植片 を培養す る と， カ ル ス 生長 と と もに フ ラ ボ ノ イ ド含量が 培養 日数 に よ り大きく変動す る こ とが 観測

さ れた ．今回 は ，糖源 と し て 5％ D −glucose，5弩 maltose ，3〜5％ sucrose に 限定 し，カ ル ス 生長 と フ ラ ボ ノ イ ド

生 成 の 経 日 変化 を追跡 し，長期培養 に よ り，フ ラ ボ ノ イ ド含量が どの 程度増加す る か ，また カ ル ス 培養時 ，
カ ル ス 増

殖の た め の 培養とある 程度増殖 した カ ル ス に お け る フ ラ ボ ノ イ ドの 蓄積の 問題 お よ び 光条件下 の 培養に つ い て 検 討 し

た の で報告す る．

実　験　の 　部

　1．　 コ ガネバ ナ茎カル ス の誘導と継代培養

　前報3・4）と 同様，常法 に し た が っ て カ ル ス 誘 導 し，Linsmaier −Skoog 基礎培地 に 3％　sucrose お よ び 10−5　M 　IAA ，
10
−
5Mkinetin

を添加 し，暗黒下 25± 1°C ，30日 ご とに 継代培養を繰 り返 し，10〜19ヵ 月経 て安定した St−20 株を

実験用 移 植片 と した ．一
部光条件 の 培養は 2，　500　lux 照 射下 12時間 日長 に お い て 培養 した．

　2。　 カ ル ス 生長 と 7 ラ ボ ノ イ ド含量 定 量

　カ ル ス 生長 は 各実験終了時 の カ ル ス の tube 当 りの 新鮮重量で 示 し た．フ ラ ボ ノ イ ド含量は 前報
4） と同様 カ ル ス 乾

（26 ）
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燥後約 200mg の試料を精秤 し ，
50％ EtOH お よび EtOH で各 2 回抽出後内部標準を添加し定量用試料とした．

定量は
， 前報と同様富森 ら

5⊃

の 高速液体 ク P マ ト （HPLC ）法 に した が っ た ．　 Shimadzu 　LC −3A を用 い 逆相 ODS ヵ

ラ ム 使用．前報
4）
と同様 chrysin

，
　baicalein

，
　oroxylin 　A

，
　 wogonin

，
　 skull 　capflavone 　II

，
　baicalein−glc．，　 baicalin，

oroxylin 　A −glcu　A ，　 wogonin 　glcu　A の 9 種 の フ ラ ボ ソ と　dihydrooroxylin　 A ，5，7，2’

，6’−tetrahydroxyflavanone

の 2種の フ ラ バ ノ ソ の計11種に つ い て定量 を 行 っ た．

　3． Linsmaier・Skoo9’

s 基礎寒天 培地 で の カル ス生長 と フ ラ ボ ノイ ド含量 の 経 日 変化実験

　Scb−St−20 株 （10month 　old ）を用 い て ，　 Linsmaier−Skoog’s　basal（RM −1964）培地 に 植物生長調節物質と し て 10−6

MIAA と 10
”5　M 　kinetinを添加 し糖源とし て は RM ・1964 培地 に通常用 い る 3％ sucrose を添加した静地培地 に

移植 し，暗黒下，25± 1℃ で 培養 し，1週間 ご とに カ ル ス 生長測定と11種 の フ ラ ボ ノ イ ド含量の 定量を行い ，60日 ま

で それ らを 追跡検討 した． 0 日の 数値は こ の 実験 に 用 い た カ ル ス の 培養開始時の フ ラ ボ ノ イ ド含量 で あ る．

　4． 5％　Maltose， 5％ D ・glucoset　5％ sucrose 添加時の カル ス 生長 と フ ラボ ノイ ドパ ターン の経日変化実験

　植物生長調節物質と し て IAA 　10−6　M ，　 kinetin　10−5　M を添 加 した RM −1964 基礎培 地 の 糖源 で あ る 3％ sucrose

の 代 りに，それ ぞ れ 5％ maltose ，5％ D −glucose，5％ sucrose を 添 加 し た 培 地 で カ ル ス 生 長 と フ ラ ボ ノ イ ド生 成過

程を検討した，19ヵ 月継代培養を繰 り返 し た St−20 株 を移植 し，各実験培地 に 移植時 を 0 日 と数え70 日 間10日 ご とに

カ ル ス の 生長測定と フ ラ ボ ノ イ ド含量 を 定量 した ．

　5・ 5％ Maltose ， 5％ D −sucrose 添加時 に おける光照射 日数 の カル ス 生長と7 ラ ボ ノ イ ド生成に お け る 効果実験

　（1） 短 期培養 に お け る光照 射実験

　St−20 株を IAA 　10−6　M と kinetin　10
−s　M 濃度を添加し た新しい RM −1964寒天培地に 35±5mg の カ ル ス を移

植 した ，暗黒下 ，
25 ± 1℃ で20 日間培養し た カ ル ス を光照射下培養に 移した 日を 0 日 と し， 1 日〜5 日間 まで の 短期

間光照射すなわち，
2，　500　lux，

12時間日長下培養を 繰 り返し た後，
カ ル ス 生長 お よび フ ラ ボ ノ イ ド含量を測定 した．

　（2）長期培養 に おけ る光照射実験

　RM −1964基礎培地 に 5％o　martose ，　IAA 　10−6　M ，　 kinetin　10’5　M を 添加 して
一

定 日数暗黒下 培養後，明所 （2 ，
500

1ux） と暗所 12hr ご との 条件下 で それぞれ 5〜40 日培養後 ，
カ ル ス 生長 と フ ラ ボ ノ イ ド含量 を 測定 し た ．

結 果

1．　基礎培地 （3％ sucrose ）での カル ス生長と7 ラボ ノ イ ド生成 の 経 日変化

Fig．　1 （左） に 示す よ うに
，

コ ガ ネ バ ナ 茎 カ ル ス st−20 株 の 増殖率は よ く，約10日間で 培地 に 慣れ，そ の 後 10〜40
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Fig．1．　 Time 　Course　of　Growth　and 　F 【avonoid 　Content　in　Scute〃aria 　baic／alensis　Callus　Culture

　　　　（St−20 ，
10　month 　old ）

RM −1964　basal　medium ，10
−6　M 　IAA 　and 　10−5　M 　kjnetin．　Static　culture 　in　the　dark　at　25± 1℃ ．

● baicalin，
　O 　baicalcin，△ wogonin 讐7・0 −glcu　A ，

▲ wogonin

（27 ）
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TABLE　L　Havonoid　Content （％ of 　dry　wt ．）of 　Seute〃aria 　baicatensis　Callus　Culture
　　　　 （St−20 ，

10rnonth 　old）

Flavonoid
Cultu「c 　Period （days）

0 9 13 20 27 34 41 48 55 60

Ba正calin 　 　 　 　 　 　 o．26
0roxylin−A 鹽glucuronide　　　　O，09
Wogonin ・7−0 −glucuronide　 O．14
Baicalein　　　　　　　　　　　　o．39
Skullcupflavone　II　　　　　　　O，01
Wogonin 　　　　　　　 o．47
Chrysin　　　　　　　　　　　　　　　o．11

0，68　　　0．14

0，03　　　0．05

0．25　　　0．07

0，21　　　0．21

0．07　　　　0，08

0．02　　 0．03

0、02　　　　0．03
0，12　　　0．ll

0，12　　　0，17　　　0，16　　　0．12
0，02　　　0．04　　　0．04　　　0．03

0．33　　　0．67
0。09　　 0．17

0．14　　　0．22

0．12　　　0．26

0，003　　　0．02
0．12　　　0，20

0，03　　　 0．29

0，420
．150
．190
．750

，010

．390

．08

0，04　　　1．83

0，03　　　0，37

0，01　　　0，67
0．54　　　0，09
0，03　　　0，02

0．45 　　　0，05

0，a2　　　0．15

RM −1964　basal　rnedium ，10
’6

　M 　IAA 　and 　10『5　M 　kinetin．
Static　culture 　in　the　dark　at　25°C ．

日間の 対数増殖期 を示 し て 著し く増殖 し，50〜60 日 以後 で は カ ル ス 増殖 は 静 止 期 に 入 っ た ．こ の ときの カ ル ス の フ ラ

ボ ノ イ ド含量を経 日的に 観察す る と対数増殖期 と考 え られ る 10〜4rO　H 間は ，　 Fig．1 （右）に 示 す よ うに baicalinを 除

く各種 7 ラ ボ ノ イ ド含量がい ずれ も低 い 値を示 した ．各種 フ ラ ボ ノ イ ドの 含量は 生長 の 増殖減速期 に 徐 々 に 増加 し，
そ れ ぞれ高い ピー

ク を示 した．40日 目で 配糖体で あ る baicalin，　wogonin −7−0 −glucuronide が 最高値を示 し，少 し遅

れ て 50〜55 日 で ア グ リ コ ン で あ る baicalein，　wogonin が 高 い 値 を示 す ．こ の と き， 配糖体 の 著 しい 減少が認め られ ，

60日で は 逆 に 配糖体が著しい 増加傾向を示 し，反対 に ，ア グ リコ ン 含量 は い ずれ も減少傾向 を示 した．

　その 他 の フ ラ ボ ノ イ ド含量 は TABLE 　I に 示 す よ うに
，
　 baicalin，　 oroxylin 　A −glcu　A ，

　wogonin −glcu　A は ほ ぼ同

じ 変動 傾 向 を示 し ，
skullcupfiavone 　II は培養初期に は その 存在は 認 め ら れな い が ， 34〜40日 目以後は 徐 々 に そ の 含

量 の 増加が 認 め られ た．また oroxylin 　A ，　baicalein−glc．，　dihydrooroxylin　A ，5，7，2’

，6’−tetrahydroxyfiavanone は

認め ら れ な か っ た ．黄苓 に 比 べ る と，カ ル ス に は chrysin を多 く含有す る こ とが特徴的で あ る．
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Fig．2，　 Effects　of 　Carbon　Sourcos　on 　Ca瓦1us　Growth　and 　Flavonoid　Content　jn　Seuteitar’a　baicatens’s

　　　　Callus　Culture （St−20，19　month 　old）

RM −1964　basai　medium 　minus 　sucrose 　plus　10
−6　M 　IAA 　and 　10−5　M 　kinctin，　 Static　culture 　in　the　dark

at　25± IOC　fDr　70　days，
■ 5％ ma 且tose

， ▲ 5％ D −glucose，■ 5％ sucrose ，− baica蓋in
，

… wogonin 　7−0 −glcu　A

（28 ）
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　2． 5％ 糖添加時の カル ス生長 とフラボノイ ド含量の 経 日変化

　RM −1964基礎培地 中の 糖源 と し て ，
3％ sucrose の 代 りに そ れ ぞ れ 5％ D −glucose，5％ maltose ，5％ sucroso と

IAA 　10
−
6
　M ，　 kinetin　10

’5
　M を基礎培地 に 添加 し，それぞれ 10日 ご とに カ ル ス の 生長 と フ ラ ボ ノ イ ド含量を定量 した．

Fig．2 （左） に 示す よ うに カ ル ス 生長に お い て は maltose ＞D−glucose ≧ sucrose の 順 Pこ 生長が よ く，ほ ぼ同傾向の 生

長曲線を示 した．Fig．1 と同様 に
， 対数増殖期 に は い る前 の 期間が 短 く，10日 目か ら対数増殖期 に 入 り， 50日 目に は

静止期に 入 っ た．また Fig．2 （右） に 示 す よ うに ，5％ maltose 添加 に お け る baicalin含量 は ，カ ル ス 生長 に少し

遅れ て 20日 目か ら 徐 々 に 増 加 し，70日 目に は 16mg ／tube と高含 量 を 示 し た ．5％ D −glucosc 添 加 に お け る baicalin

の 含量 は maltose 添加時 の 約 1／2の 含量を示 した．5％ sucrose 添加 に お ける baicalin含量 は低く， 経 日的に著し

い 変化 は 認め られ な か っ た．wogonin −7−O −grcu　A 含量 は ，5％　maltose 添加 で の み 多少 の 増加を 認め た が，　 sucrose ，

Dglucose 添加 で は ，
い ずれ も培養期間 の 影響 を ほ とん ど認め なか っ た．

　TABLE 　II で は 5％ D −glucose，5％ maltose ，5％ sucrose 添加時の 70日間 の 実験結果を 10日 ご とに 集約 し た もの で

TABLE 　II．　 Changc 　in　Flavonoid　Contents　of εc 祕 ε’ぬ パα わo ’cα’ensis 　Callus　Cuhure

　　　　　（St−20，17month 　old）

Flavonoid Carbonsource
Days

0 20 40 50　 　　　 60 65 70

Baicalein−glc．

MGS

一

MGS

｛
O．100

．040
，01

0．230

．050
．03

0．280
．06
±

0．230

．07

±

0．440

．15

±

Baicalin 1・87 ｛ilii
9．423

．642

．38

10．903

．122

．77

12．806

，162

，20

12．007
，203

，90

16．18
．462
．65

OroxylinA−glcu　A
MGS

ー
0．15 0．190

，05

0．190

．080

，04

0，230

，100

，05

0．310

．110

．　06

Wogonin−91cu　A
MGS

… 32 ｛il
1，99　　　　　2、37

0．47　　　　　0．22

0，49　　　　　0、54

3．000
．870

．59

2，711

．030

．87

2．101

．　030
．68

5
，
792’

，
6’−tetra−

　hydroxy月avanone

MGS

ー42ロ0

0．22

O．　010
．03 0，22

Baicalein

MGS

ー45ヒ0

0，22

O．13

Skullcupflavone　II

MGS

O．02

O．10

0．14

O．35

0．05

0．35 0．54

ー52ヒ0

0．25

0．Ol

Wogonin 1 … 46 ｛品 0．02

0．01

0．080
．030

．05

0、06

0，10

0．03

0．05

0．010

，06

Chrysin

MGS

ー30ヒ0
0．Ol 0．03 0．02

RM −1964　medium ！ninus 　sucrose 　plus　10
−
6　M　IAA 　and 　10−5Mkinotin ．

Static　culture 　in　the　dark　at　25 ± 1℃ f（〕r　70　days．
M ： 5％ maltose ，　G ：5％ glucose，

　S ：5％ su 〔10se ．
n ）冂avonoid 　content ，　mg ！tube （10　m ］medium ）．

（29 ）
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あ る，全体的に ア グ リ コ ン 5，7，2
’

，6
’−tetrahydroxyflavanone，　baicalein，　 skullcupflavone　II，　wogonin

，
　chrysin の

含量は 低 くな っ て い る．ま た ，5Ae　 sucrose 添加時 は baicalin が D −glucose，　 maltose 添加時 の それ に 比 ぺ て 低含量

を 示 し，
ア グ リ コ ン で ある baicalein

，
　 wogonin は相対的に 高い 含量を示 し 40日 目付近で baicalein

，
　 wogonin 等が

検出 され た が，oroxylin 　A ，　 dihydrooroxylin 　A は 認め られ な か っ た ，3％ sucrose 添加時の フ ラ ボ ノ イ ド含量変化

に 比 ぺ ，5％ maltose は 高含量 を示 し，30日 目頃 よ り急速 に bafcalin含量 の 増加 を 示 し 16　mg ／10ml 培地 と な っ

た．また ，
5％ maltose 添加 で培養した カル ス の wogonin −7−0 −glcu　A 含量に つ い て そ の 経時変化を 観察する と こ

れは 5％ sucrose の baicalin含量 とほ ぼ同程度 の 変化曲線を示 した ，

　3．　 カル ス培養時の 光 （2，
　seo 且ux ）条件下お よび暗黒下培養 の カル ス生長およびフ ラボ ノイ ド生成に対する培養 日

　　　数 の 影響

　Chart　l　lこ 示 す よ う に RM −1964 基 礎 培 地 に sucrose の 代 りに 5％ maltose を 添 加 し ，
10−6　M 　IAA ，10−5　M

kinetinを添加 し て 10，20，30日などの
一定日数暗黒下培養後，明所 で それぞれ 5〜40日培養 し，カ ル ス 生長 と フ ラ

ボ ノ イ ド含量 を定 量 し た．カ ル ス 生 長 は 暗所培養期 間 が，50日，60日 な どい ず れ も長 い 期間 の ほ うが 良 好 な 結 果 を 示

した．40日間暗黒下培養後 5 〜20 日間明所培養 したもの は，光照射 の 日数が 増える に つ れ て フ ラ ボ ノ イ ド含量 （おも

に baicalin含量） の 増 加 が 認 め られた．一
方，暗黒下 で 50，60日等 の 長期培養 の 結果は，5％ maltose で 10，9〜

12，8mg ／tube （medium 　lOml ）の baicalin含量 を 認め ，
　 wogonin −glcu　A も多 く認め られた ．また ，

5％ sucrose 添

加 に よ る 60日間 の 培養に お い て は 明所 で の 培養 の ほ うが ， 暗所 で の 培養よ り も baicalin含量 が 高 くな っ て い る．し

た が っ て フ ラ ボ ノ イ ド生成 に 対す る 光効果 は 糖 の 種類 と 濃度 に よ り微妙 に 影響 され る こ とが 明 らか とな っ た．

　Chart　1 に示すよ うに ， 20〜30日間暗黒下 で培養した カ ル ス を光条件 に 移す と毎 日少しず つ カ ル ス が 可視的 に 黄色

を呈す こ と が わ か っ た ．そ こ で 20 日間暗黒下培養後，半数 は そ の ま ま 1 日 ご と に 暗 黒 下培 養 の もの を 収穫 し，半数は

20日 目よ り光条件下 で 培養 し た St−20 株を 1
，
2

， 3，
4

，
5 日間連続して 収穫し ， そ の フ ラ ボ ノ イ ド含量の 変化を調べ

た （Fig．3）．

　 こ の 場 合 baicalin 含量 は 当初 12　hr 光条件 に さ らす と ぎ， や や含量が 増加す る，これ を み る と ， 光所培養 1 日 目

の カ ル ス 組織の baicalin含量 が 乾燥重当 り0，48％ と急上昇 し，明らか に 暗所 よ り高 くな っ て い る，光照射時間が 長

くな る に つ れ，光条件下 の 組織で は 2 〜3 日 目で ク 卩 卩 フ ィル 形成が 開始 され る．wogonin −glcu 　A は 暗明の 逆転 は

ある もの の 含量 が O．1％ 程度で 大 きな変動は 認め られ な い ．5 日間 の 培養過程 で 観察する と ， 明所に 移 した 1 日 目で

す で に baicalin
，
　 wogonin −glcu　A と もに 同様 の パ ターン で や や 促進され る傾向を 示すが 5 日後で は い ず れ の フ ラボ
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Chart　1．　 Relationship　betw  n 　Time　of 　Dark　 or 　Light　 and 　Flavonoid 　Formation 　in

　　　　 Scute’taria　baicatensis　ca］lus　culture （St・20 ，
17　mon 山 old）

　　　　 RM −1964（minus 　sucrose ）mcdium 　with 　10
−
6　M 　IAA 　and 　10曽5　M 　kinetin．
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25　month 　old ）

RM −1964　basal　medium ，10
“G　M 　IAA 　and 　lO−5　M 　kinetjn．

Olight ，● dark

ノ イ ドも暗黒下 の ほ うが 含量 が 高 くな っ て い る．こ の 点は，明所 で ク 卩 P フ ィ ル 形成が開始するた め と推察し ， 目下

検討中で あ る E

考 察

　タ バ コ カ ル ス の scopoletin 含量 は，培地 に 添加 され る IAA ，　NAA の 濃度 が 高 くな れば 増加す る が，2，4−D で は

影響 されない ．また kinetinを添加す る と IAA に よ る scopoletin の 細胞外へ の 放出を防ぎ，
　 IAA が 高濃度 に 存在

して も scopolin （scopoletin の 配糖体）が多量 に 保持され る と Skoog ら
6）

は 報告 し て い る．また，　kinetinと auxin

の 相対濃度比 が，カル ス 細胞内の scopolin と scopoletin の 平衡関係や そ れ らの 細胞内へ の 移行 を も調節 し て い る

と述べ て い る，また 通常 オ ウ レ ン
7）

等は カ ル ス 生 長 や二 次代謝産物 の 出現は コ ガ ネ バ ナ カ ル ス に 比 べ て お そ く移植後

3週間を必要 とす る．

　今回 の 検討に よれ ぽ ，kinctinの 添加 が フ ラ ボ ノ イ ドを 70 日間に わた っ て 細胞外に 放出せ ず細胞内に 蓄積 した もの

と考 え られ る，5％ maltose の 添加 の 場 合，カ ル ス 生 長 は お よ そ 50 日 目に 静止 期に 入 っ た が，フ ラ ボ ノ イ ド生成は 50

日以後 も増加 し，70 日目に は
tt

生薬 ， 黄苓
”

の baicalin 含量 に 匹 敵 す る値 を示 し た こ と も特記すべ き点 と考 え ら れ

る．また，ア グ リ コ ソ は 配糖体に 比 べ て 生成量が 低 く，baicalinの 増 加 に と もな い ，わ ず か に 認 め られた に す ぎなか

っ た ．D−glucose，　 sucrose 添加 時 の baicalin 含 量 は 培養期間全般 に わ た っ て 5％ maltose の baicalin含量 よ り も

低い もの とな っ た．

　以上の こ とか ら，10’6　MIAA と 10−5　M 　kinetin 添加培地 に お い て は ，糖源とし て 5％ maltose の 添加が良好で
，

他 の 糖に 比 ぺ て フ ラ ボ ノ イ ドを著 し く細胞内に 蓄積 し，最適 な糖 源 で あ る と結論 され る．

　一般 に 各種 の 物理的条件の 中 で フ ラ ボ ノ イ ド生成 に は 光 の 影響が 重要で あ る8〕． フ ラ ボ ノ イ ドの 生産 は 暗黒中 で も

な され る が 9，，光照 射す る こ と に よ り生産性 を 高め る こ とが で きる
lo）

と の 報告 が み られ る．

　光 の 効果に つ い て は，Chart　1 に 示 し た よ うに 5傷 maltose 添 加 で は 暗黒下培養が 有効 で あ り，光 の 照 射 が と くに

有利 とは い い が た い 結果を得た ．Hellerら
11）

は パ セ リの 液体培養細胞 に光を 照射す る こ とに よ りフ ラ ボ ノ イ ド配糖

体 の 生合成が 誘起 さ れ ， また ，
Hahlbrockio ・12・13） の 研究に お い て も，パ セ リの カ ル ス で 光照射に よ り phenylalani−

neammonialyase 活性 や fiavone　synthase 活性が 上昇す る と述べ て い る．しか し コ ガ ネバ ナ カ ル ス 組織 で は暗黒下

で 母植物体に 相当す る フ ラ ボ ノ イ ドが 生 成 した こ とは 意 義 深 い もの と考 え られ る．ま た 光照射に 間 接的 に 微妙 に 変化

す る フ ラ ボ ノ イ ド生成 （Fig．3）に つ い て は 今後 さ らに 検討する予定 で あ る．
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結 論

　1） 3％osucrose 添加 RM −1964 基礎培地 で は カ ル ス の 生長 曲線は 20〜40日に 対数増殖期，
50〜60日に 静止期を示

すが，フ ラ ボ ノ イ ド含量 は 増殖減速期 に よ り徐 々 に 増加 し，配糖体 で あ る baicalin，　 wogonin −7・O・glucuronide が 最

高値を 示 し た ．ま た 50〜55日 目で ア グ リ コ ン で ある baicalein，　 wogonin が 高い 値を示 すが さ らに 60日で は 逆 に 配糖

体が 著 しい 増加傾向を 示す、カ ル ス 中の フ ラ ボ ノ イ ド baicalin
，
　 oroxylin 　A −glcu　A ，

　 wogonin −7−0 −glcu　A は ほ ぼ同

様の 傾向を示すが，skullcupfiavone 　II は培養初期に は そ の 存在は 認め られ な い ，また ，　 oroxylin 　A ，　baicalein−glc．，

dihydroorxylin　A
，
5

，
7

，
2 ’

，
6
’−tetrahydroxyHavanone は 認め られ な い が

，
　 chrysin は （生薬の ）黄苓に 比 べ 含量 が高

い こ とが 明らか ｝こ な っ た ．

　2）　5％糖（maltose ，　D−glucose，　sucrose ）添加 の 場合 の カ ル ス 生長曲線 は 5％　maltose ＞5 ％o 　D ・glucose≧ 5％ sucrose

の 順 に 生長 が よ く，生長時期に 関 して は，10目 目か ら，対数増殖期 に，50日 目に は 静止期に 入 っ た．5％ maltose 添

加 に よ っ て 10日 目頃 か ら フ ラ ボ ノ イ ドの 増 加 が は じ ま り，700 目に は 16mg ／tube （10ml 　 medium ） と な っ た，5％

D −glucoso 添加 は maltose 添加 の 半分 で ， 5％ sucrose 添加 で は フ ラ ボ ノ イ ド含量 は 低い ．い ずれ の場合 も 5，7，2
’

，
6’−tetrahydroxyflavanone ，　 baicalein，　 skullcupHavone 　II，　 wogonin ，　 chrysin の 含 量 は 低 い ．

　3） 5％ sucrose 添加 に お い て ，ア グ リ コ ン で あ る baicalein
，
　wogonin が 相対 的 に 高 い 含量 を示 し，40日 目で

baicaloin，　 wogonin 等を 検出 した．

　4） 20 日 間暗黒下培養 を 行い
， そ の 後明暗両条件下 で 培養す る と短期間で は 光照射 が や や 有効 で あ り， 可視的に も

カル ス の 黄色化が 認 め られた ．

　Abbreviations：Linsmaieト Skoog ，
s　medium ：RM −1964　medium ，　IAA ：indole−3−acetic　acid

，
　baicalein−glc．：baicale−

inglucoside，　oroxy ［in　A −glcuA ： oroxylin 　A −7−0 −glucuronide，
　wogonjn ・glcuA ；wogonin −7−0 −glucuronide．
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